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令和3年度 全国安全週間スローガン
（令和3年7月1日～7月7日）

持続可能な安全管理
未来へつなぐ安全職場

 全国安全週間は、昭和3年に初めて実施されて以来、「人名尊重」という基
本理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の
安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的に、一度も中断するこ
となく続けられ、今年で94回目を迎えます。

 この間、事業場では、労使が強調して労働災害防止対策が展開されてきまし
た。この努力により労働災害は長期的に減少しており、令和2年の労働災害
による死亡者数は3年連続で過去最小となる見込みです。

 一方、休業4日以上の労働災害による死傷者数は、高齢者の労働災害、転倒
災害や「動作の反動・無理な動作」による労働災害が年々増加していること
に加え、新型コロナウイルス感染症の罹患による労働災害の増加により、平
成14年以降で最多となる見込みです。

 このような状況において労働災害を減少させるためには、働く高齢者の増加
等の就業構造の変化や新型コロナウイルス感染症の感染に伴う社会情勢の変
化等に対応し、将来を見据えた持続可能な安全管理を継続して実施していく
必要があります。

 これにより、すべての働く方が安心して安全に働くことのできる職場の実現
を目指すことを決意して、令和3年度全国安全週間は、このスローガンの下
で取り組んでいきます。
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株式会社似鳥工務店協力会グループＮＴＳ
令和3年スローガン

新型コロナウイルス感染症という言葉を初めて目にしてから久し

くなります。欧米では国によってすでにロックダウンの解除、ワク

チン接種者であれば国外への渡航、条件付きとはいえマスク不要の

生活が認められてきましたが、日本ではようやくワクチン接種が始

まったものの、まだ以前のような生活をすることは難しい状況です。

我々建設業はリモートワークとはいかず、現場でたくさんの人々と

共に建物を造っていく仕事であるため人との接触は避けられません。

マスクをし、可能な限り会話を避けていくとなるとコミュニケー

ションが図れず、安全に対する声掛けや注意喚起がおろそかになっ

てしまう危険があります。

マスクを着用し必要な距離は保ちながらも、共に働く仲間とは心を

ひとつに安全な職場を作り、品質の高い建物を造るという目標に向

かっていくことは建設業における「新たな生活様式」なのではない

でしょうか。

『 距離はあれども 心はひとつ
仲間とつくる 安全職場 』
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建設業 全産業 5月以前 6月 7月 8月 9月 10月以降

令和2年 7 (32％) 22 1 0 4 16 1 0

令和元年
平成31年 10 (40％) 25 0 1 5 15 3 1

平成30年 10 (36％) 28 0 2 17 8 1 0

P.6



令和２年度（2020） 安全パトロール状況

実施日 パトロール現場 指摘事項

1 1月16日 新河岸都住 是正指示事項なし。引き続き安全第一で現場運営をすること。

2 2月17日 新宿都住
①外部足場の巾木を設置すること。足場上の不要材は早期片付けをすること。
②エントランスの立入禁止区画について、建屋内部側からアクセスできてしまうため、
立入り出来ないように区画設置をすること。
③消火器の安全ピンが外れているものがあるので、安全ピンを取り付けること。

3 3月16日 新河岸都住 是正指示事項なし。引き続き安全第一で現場運営をすること。

4 4月16日 新宿都住

①一階の建屋出入りの渡りステップについて、より安全に通行できるように布板を追
加してステップの幅を広げること。
②型枠建込み作業時に脚立の天板作業は禁止し、作業に見合った高さの脚立を使用す
ること。
③エレベーター開口部の型枠が解体されたフロアは速やかに開口養生を設置すること。

5 5月18日 新河岸都住
①基礎外周の段差への墜落転落がないよう、注意表示やカラーコーン等による区画を
すること。
②基礎ピット内への昇降や移動のために使用する梯子は固定すること。

6 6月16日 新宿都住
①階段の本設手摺が付く前で、躯体と外部足場の隙間が出来ているため、安全標識に
よる注意喚起をすること。層間ネットの状態も適宜確認すること。
②使用していない脚立足場は速やかに撤去すること。

7 7月16日 正三ビル
①枠組み足場において、安全対策として妻側手摺は2段とすること。
②外部階段とＥＶシャフトとの間が開口部となっているため、墜落転落防止対策とし
て親綱の設置をすること。
③ＥＶシャフトの水平ネットの復旧をすること。

8 8月18日 正三ビル
①EVシャフトの足場において、荷揚げのために取り外した足場材は必ず適切に復旧す
ること。ブレース等を一時的に取り外す際には、取り外した部材の落下防止策を講じ
ること。
②型枠材を外部足場へ立て掛けていたため、仮置きの際は平置きすること。

9 9月16日 赤坂
テナントビル

①型枠支保工作業主任者の掲示がされていなかったので掲示すること。
②資材が足場へ立て掛けられていたので、仮置きする際は平置きすること。
③階段の型枠サポート上部の固定釘が不足している箇所の釘止め措置をすること。

10 10月16日 青葉中学校
①第二ゲート前の第三者侵入防止措置のバリケードが見受けられなかったため確認・
対応すること。また、バリケード等を移動した場合は元の位置に戻すよう徹底するこ
と。

11 11月16日 新河岸都住 ①足場に掛けられている仮設雨どいは結束固定するか建屋内へ取り込みをすること。
②EV開口養生が固定されてないものがあったので、固定すること。

12 12月16日 青葉中学校 是正指示事項なし。引き続き安全第一で現場運営をすること。

協力会の皆様、現場担当者の皆様、有難うございました。指摘事項は全て是正されています。
今後も安全パトロールを継続して参りますので、ご協力の程よろしくお願い致します。
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